





























































	 	 	 	 チョウ	 	 トンボ
　胸	 	 48％	 	 4２％
　胸と腹	 	 22％	 	 ２8％
　腹	 	 12％	 	 １5％
　足の数不足	  7％	 	  ７％












	 葉の表面から栄養を吸収する	 	  ７％
	 日光に当たるとでんぷんをつくる	 	 3１％
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	 家庭排水に洗剤や油を流さない	 	 ２5％
	 有害な工場排水を流さない	 	  ９％
	 下水処理をすること	 	 	  3％
	 生き物を捕りすぎないなど	 	  3％










	 袋の中でぐるぐるまわる	 	 	  ７％
	 外へ向かって広がる	 	 	 ２8％
	 内へ向かって入り込む	 	 	  8％
	 上に向かう	 	 	 	  ９％
	 下へ向かう	 	 	 	  3％








	 上・左上に向かう	 	 	 30％
	 上に向かい、部屋の中を巡回する	 	 ２3％
	 放射状に広がる	 	 	 	 １6％
	 真横に向かう	 	 	 	 １0％











	 温度による	 	 	 	 4７％
	 水自身の状態の変化	 	 	 １5％
	 空気の影響	 	 	 	 １２％
	 その他	 	 	 	 	 １９％











	 上が一番甘い	 	 	 	  １％
	 中央が一番甘い	 	 	 	  6％
	 下が一番甘い	 	 	 	 8１％
	 どこも同じ	 	 	 	 １１％











	 １00ｇのまま	 	 	 	 １8％
	 １00ｇと１１0ｇの間	 	 	 ２4％
	 １１0ｇ	 	 	 	 	 5１％
	 １１0ｇ以上	 	 	 	  6％













	 光電池	 	 	 	 	 18％
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	 鏡	 	 	 	 	 36％
	 遮光プレート	 	 	 	  6％
	 ガラスの板	 	 	 	  8％
	 虫眼鏡	 	 	 	 	 3２％













	 光は曲がって進む	 	 	  ２％
	 鏡に反射しながら進む。	 	 	 66％　
	 光は集まったり広がったして進む	 	 １8％
	 光の反射の方向が反射の法則とは異なる	 １２％






















	 東から	 	 	 	 	 5７％
	 西から	 	 	 	 	 １９％
	 南から	 	 	 	 	  3％
	 北から	 	 	 	 	  4％
	 海・山から	 	 	 	 １２％















	 シーソー	 	 	 	 8９％
	 ブランコ	 	 	 	 １９％
	 空気入れ	 	 	 	 ２１％
	 ピンセット	 	 	 	 ７6％
















　　　１０ｇ	 	 	 	  3％
　　　２０ｇ	 	 	 	 6７％
　　　３０ｇ	 	 	 	 １4％
　　　６０ｇ	 	 	 	 １5％








　　　その他	 	 	 	  ７％




















	 	 	 	 　球１００ｇ　高さ１　　 3％
	 	 	 	 　球　５０ｇ　高さ１　　 ９％
	 	 	 	 　球１００ｇ　高さ２　　8７％










	 おもりを軽くする	 	 	 ２5％
	 糸の長さを短くする	 	 	 4１％
	 おもりを重くする	 	 	 33％




















	 	 	 	 	 東に沈む	  5％
	 	 	 	 	 西に沈む	 75％
	 	 	 	 	 西に昇る	 16％
	 	 	 	 	 東に昇る	  3％




















	 	 	 	 	 西に昇る	 21％
	 	 	 	 	 東に昇る	  4％
	 	 	 	 	 東に沈む	  8％
	 	 	 	 	 西に沈む	 66％














	 地震	 	 	 	 5７％





	 火山	 	 	 	  6％
	 地震・火山･流水すべて	 	  ７％
	 雨や波	 	 	 	  ７％









	 	 	 　　　　横に置いたとき一番重い　　　　１8％
	 	 	 　　　　縦に置いたとき一番重い	 　　　１3％
	 	 	 　　　　どの場合も重さは変わらない　　6７％












	 軽く押さえてボール状（大きな球）	 	 １8％
	 四つ折りにした	 	 	 	 １5％
	 強く押さえてボール状（小さな球）	 	 １8％










	 	 	 	 電池の＋と－両方から電流　　　56％
	 	 	 	 上の逆方向の電流	 　　　１4％
	 	 	 	 ＋から出て－に入る電流	 　　　２3％
	 	 	 	 上の逆方向の電流	 　　　 4％



















	 ア、45％　正解	 	 イ、１5％	 ウ、０％









　正解（回路ではどこでも同じ電流）	 	 	 ２5％
　減衰モデル（モーターで減衰し、次に豆電球で減衰する）	 63％
　衝突モデル	 	 	 	 	 	 １0％










　正解（回路を同じ電流が流れる）	 	 	 68％
　減衰モデル	 	 	 	 	 	  ７％
　衝突モデル	 	 	 	 	 	 ２5％



































































































　	 	 	 大学生・小学生も同じように回答する。
　　人間の内部に関わる概念（パワー等）
　	 	 	 小学生が多く回答
　　理科で学習する電気・熱等
　	 	 	 大学生が多く回答
　　電気・電力・食事関連
　	 	 	 小学生が多い
３，力学的エネルギー・化学エネルギーが大学生でも理解されていない
　ことが多い。
　　火力発電所のエネルギー源を化学エネルギーと正解できる学生が	
　１0％程度である。
　　水力発電所・原子力発電所のエネルギー源について正解できるのは
　50％以下である。
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児童の自然に関する素朴な認識についての考察
　小学校理科におけるエネルギーについては、学習指導要領が４つの領
域（物質･エネルギー・生命・地球）に分けて学習内容をまとめている
が、エネルギーそのものの説明はない。第３学年から第６学年までＡ領
域（物質・エネルギー）の内容としてゴムの力、風、光の暖かさ、物質の
温度、熱の移動、気体の温度、電気の働き、燃焼などが個々の現象とし
て説明されているが、多くの現象を統一的に説明するエネルギーそのも
の説明はない。小学校理科のなかでエネルギーの概念を抽象的に理解さ
せることはまだ難しいと言える。したがってエネルギーの理解につなが
る様々な自然現象を体験的に理解させることに重点を置いている。この
ため、エネルギー概念の理解の調査では小学生が曖昧な表現にとどまっ
ているのはやむを得ないものと考える。　　
おわりに
　小学生の自然認識についての調査が多くの研究者によって実施されてお
り、そのデータについて様々な考察が行われている。筆者も小学生が自然
現象について理科の学習を始めるにあたってどのように考えているかにつ
いて調査することが重要であると考え、今回は資料Ⅰのデータを主に参考
にして考察することにした。
　今回の考察によって子どもが体験する自然現象は極めて限られていると
いう認識を強くすることになった。このことは、すでに多くの研究者によっ
ても報告されてきたことであるが、筆者自身もそのことを改めて認識する
機会となった。資料Ⅰのデータは東京都内の小学校のものであり、都内の
小学生たちは自然に触れることが多くないことが当然であるが、それでも
筆者はもう少し子どもたちが自然や遊びの中で多くの道具や器具を体験し
ているものと考えていた。しかし、以下の例を考えると自然現象について
の体験が不足していると言える。
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　７番の光を集める道具について虫眼鏡を3２％の児童しか答えられないの
は虫眼鏡を用いて実際に光を集めた経験が少ないことを示している。
　１２番の振り子の周期についても周期が振り子の長さのみによって変化す
ることを知っている児童の割合は４７％であり、予想したよりも低い割合
となっている。
　１8番のアルミ箔の形を変えても重さが変わらないとの正解は4７％であ
り、日常生活の中で物の重さを測定する機会が多ければもう少し良い結果
になっていると思われる。
　１９番の電流についての考え方も減衰モデルや衝突モデルを子どもたちが
考えるのは、電気の実験にプロペラ付きモーターを２台または電流計を２
台接続した実験を経験していれば解決できるものである。
　高度な科学技術が生活を支えている現在は、子どもたちに単純な自然現
象の体験を期待するのは無理である。それゆえ、小学校の理科教育で実験
を通して体験的に自然を理解させることが極めて重要となっていることを
確認できた。
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